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公
共
事
業
等
か
ら
暴
力
団
排
除
を
！

阿
蘇
市
・
阿
蘇
警
察
署
で
合
意
書
締
結

市
が
行
う
公
共
事
業
等
か
ら

の
暴
力
団
排
除
を
徹
底
す

る
た
め
、
阿
蘇
市
と
阿
蘇
警
察
署

は
「
暴
力
団
排
除
の
推
進
に
関
す

る
合
意
書
」
を
締
結
し
４
月
23

日
、
同
署
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
合
意
内
容
は
、
市
の
公
共
工
事

等
に
お
い
て
入
札
参
加
者
や
請
負

者
な
ど
が
、「
阿
蘇
市
暴
力
団
等

ＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

排
除
措
置
要
綱
」
に
定
め
る
排
除

対
象
者
に
該
当
す
る
か
否
か
を
警

察
に
照
会
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
今
回
の
合
意
に
よ
り
、
警

察
と
の
連
携
及
び
協
力
体
制
が
よ

り
一
層
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
の
暴
力
団
員
数
は
30
組
織

８
８
０
人
（
平
成
25
年
３
月
末
）

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
藤
山
聰

阿
蘇
警
察
署
長
は
、「
今
回
の
締

結
で
行
政
と
の
協
力
に
よ
り
、
多

様
化
す
る
暴
力
団
の
様
々
な
不
当

行
為
に
関
し
て
抑
制
が
期
待
で
き

る
。
今
後
も
対
策
を
進
め
地
域
の

安
心
安
全
の
実
現
に
貢
献
で
き
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

火
口
東
側
登
山
ル
ー
ト
再
開

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議

会
は
、
５
月
14
日
の
臨

時
総
会
で
、
仙
酔
峡
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
休
止
に
伴
い
、
通
行

を
規
制
し
て
い
た
『
仙
酔
峡

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
火
口
東
駅
～
火

口
東
展
望
所
～
中
岳
頂
上
登
山

ル
ー
ト
』
の
規
制
を
解
除
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
６
月
１
日
か

ら
通
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
通
行
規
制

は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
火
口

周
辺
に
は
有
毒
な
火
山
ガ
ス
が

流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
意

事
項
（
左
記
）
を
遵
守
し
、
安

全
な
登
山
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①�喘息、気管支疾患、心臓疾患、また体調
不良の方は絶対に登山をしないこと。
②�火山ガスに備え、タオルやハンカチ、マ
スク（気密性の高いもの）を携帯すること。
※�ガスの臭いを感じたら、水に濡らしたタ
オル等で口や鼻を覆う。
③�登山前には火山ガスが流れる方向など気
象状況を確認し、特に東向きの風の場合
には十分に注意をすること。無風、晴天
の時には火山ガスが拡散しにくいので、
注意が必要です。
④�火山ガスの臭いが強い場合には、火口に
近づかないようにし、火口から離れるか
引き返すこと。
⑤�体調に異変があった場合には、速やかに
火山ガスが来ない場所に移動すること。
（火山ガスは空気より重く低いところに溜
まりやすいため、谷沿いの凹地を避けて、
尾根筋などの高いところを歩く。）
⑥�火口周辺は携帯電話の電波が届きにくい
状況にあります。緊急時の連絡のために
事前に通話エリアの確認をお願いします。�

登山の注意事項

握手を交わす佐藤
市長（左）、藤山阿
蘇警察署長（中）、
佐藤産山村長（右）

６
月
１
日
か
ら
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乙
姫
地
区
で
４
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ

九
州
が
主
催
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
乙
姫
地
区
が
同
地
区

活
性
化
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
、

内
牧
駅
か
ら
歩
い
て
見
ど
こ
ろ
を

散
策
す
る
コ
ー
ス
を
企
画
し
、
Ｊ

Ｒ
九
州
に
起
用
を
打
診
。
熱
心
な

乙
姫
地
区
が
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
誘
致

ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
、
住
民
の
企

画
・
接
待
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
で
立
ち
寄
る
子
安
河
原
観
音
公

園
で
接
待
し
よ
う
と
早
朝
か
ら
集

合
し
準
備
。
内
牧
駅
か
ら
歩
い
て

来
る
観
光
客
９
０
０
人
、
一
人
ひ

と
り
に
笑
顔
で
歓
迎
し
、
豚
汁
や

饅
頭
を
振
る
舞
い
、
乙
姫
の
お
店

の
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
配
る

な
ど
、
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

１�「美味しい」
と、手作り
の豚汁に舌
鼓を打つ参
加者ら

２�参加者一人
ひとりにお
もてなし

　例大祭は５月８日、
乙姫地区の方々が参
加し行われました。
　昨年は２万人の参
拝客が訪れた子安河
原観音。松岡友秋区
長は「これからも乙
姫の発展のために取
り組んでいきたい」
と、意欲を見せてい
ます。

１

２

社
会
奉
仕
で
子
ど
も
た
ち
に
図
書
を

　
オ
ム
ロ
ン
阿
蘇
が
図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈

　
オ
ム
ロ
ン

阿
蘇
株
式
会

社
（
鳥
越
浩

二
代
表
取
締

役
社
長
）
と

同
社
労
働
組

合
（
本
多
將

吾
執
行
委
員

長
）
は
５
月

10
日
、
自
社

で
取
り
組
む
奉
仕
活
動
の
成
果
と
し
て
図

書
カ
ー
ド
を
市
内
小
学
校
に
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
同
社
で
は
、
環
境
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
意
識
の
向
上
の
た
め
に

取
り
組
む
「
エ
コ
ボ
ラ
ン
（Eco-V

olun

活
動
」
に
よ
り
、
成
果
を
ポ
イ
ン
ト
制
に

し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
換
算
し
て
、
地
域

に
寄
付
す
る
取
り
組
み
を
５
年
前
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
鳥
越
社
長
は
「
子
ど
も

た
ち
に
工
場
見
学
な
ど
、
社
会
教
育
の
場

を
提
供
し
貢
献
し
た
い
」
と
、
話
し
ま
し

た
。

子宝の参拝で賑う「子安河原観音」で例大祭

図書カードを手渡す、鳥越社長
（中央）と、本多執行委員長（左）

まちの話題
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの話題

豪
雨
災
害
で
漂
着
し
た
流
木
を
木
炭
に

　
　
玉
名
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
木
炭
を
寄
贈

　

玉
名
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ

「
環
太
平
洋
浄
化
３
０
０
年
計

画
有
明
支
部
」（
吉
田
富
明
支

部
長
）
は
５
月
９
日
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
で
荒
尾
玉
名
地
域
の

海
岸
に
漂
着
し
た
流
木
を
木
炭

に
し
、
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
木
炭
は
、
漂
着
し
た
流

木
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、
約

３
㎥
の
流
木
を
約
半
年
間
乾
燥

さ
せ
た
後
、
浜
辺
に
海
砂
で
造

っ
た
窯
を
用
い
て
製
作
。
豪
雨

災
害
で
被
災
し
た
阿
蘇
市
で
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
に
は

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩

手
県
の
仮
設

住
宅
に
も
寄

贈
し
て
い
ま

す
。

　
吉
田
支
部

長
は
、「
私

た
ち
が
暮
ら

す
玉
名
地
域

は
阿
蘇
の
山
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
恩
恵
を
受
け
て
生
活
し
て
い

る
。
木
炭
製
作
に
不
安
が
あ
っ

た
が
今
回
、
無
事
に
阿
蘇
に
木

炭
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
、
安
堵
し
た
様
子

で
語
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
を
受
け
た
木
炭
（
土
の

う
袋
30
袋
分
）
は
、
阿
蘇
中
央

公
園
の
水
質
浄
化
用
と
し
て
活

用
す
る
予
定
で
す
。

　
旧
波
野
村
消
防
団
員
と
し
て

入
団
以
来
、
40
年
の
永
き
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
佐
藤
愼
一

氏
（
中
江
）
が
、
瑞
宝
単
光
章

を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
昭
和
42
年
に
旧

波
野
村
消
防
団
に
入
団
し
、
平

成
８
年
に
旧
村
消
防
副
団
長
、

平
成
17
年
に
は
市
消
防
副
団
長

流木で造られた木炭

市役所内で、木炭製作の経緯を説明する市
民グループの皆さん（写真左が吉田支部長）

市役所内での伝達式の様子
（写真右が佐藤愼一氏）

永年にわたり消防活動に尽力
佐藤愼一氏に瑞宝単光章

を
歴
任
。
指
導
力
、
統
率
力
を

発
揮
し
、
消
防
業
務
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
17
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
た
伝
達
式
で
佐
藤
氏
は
、「
こ

の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
大
変

光
栄
で
す
。
今
後
も
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
、

授
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。




